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図1域外貿易の輸送手段 (20l 7) 

現
在
の
日
本
は
食
料
の
六
二
％
、
木
材
の
六

六
％
、
石
油
の
九
九
％
な
ど
資
源
の
大
半
を
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
。
島
国
で
あ
る
か
ら
輸
入

は
海
路
や
空
路
を
利
用
す
る
が
、
重
量
単
位
で

は
空
路
は
0
•

三
％
で
し
か
な
く
、
ほ
ぼ
す
べ

て
が
海
運
に
依
存
し
て
い
る
。
大
半
の
国
家
が

陸
続
き
で
あ
る

E
uで
も
比
率
は
多
少
相
違
す

る
が
、
や
は
り
空
路
は

0
・
九
％
、
陸
路
が
七

％
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
―
二
％
で
、
水
運
が
八

海
運
に
依
存
す
る
物
流

0
％
に
も
な
る
（
図
1
)
0

水
運
は
大
量
の
貨
物
を
安
価
に
輸
送
で
き
る

か
ら
で
あ
る
が
、
問
題
は
時
間
が
か
か
る
こ
と

で
あ
る
。

一
例
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本
ま

で
空
路
で
は
二
日
程
度
で
あ
る
が
、
海
路
で
は

四
十
日
近
く
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
の
南
端
を
周
回
せ
ず
に
ス
エ
ズ
運
河

を
経
由
す
れ
ば
七
日
は
短
縮
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
で
古
代
か
ら
航
路
の
短
縮
を
目
指
し
て
数
多

く
の
運
河
が
建
設
さ
れ
て
き
た
。
今
回
は
世
界

を
代
表
す
る
運
河
を
紹
介
し
た
い
。

ス
エ
ズ
運
河

昨
年

（二
0
ニ―

)
三
月
に
日
本
企
業
が
所

有
す
る
大
型
船
舶
が
ス
エ
ズ
運
河
の
途
中
で
座

礁
し
、
し
ば
ら
く
運
河
の
通
行
が
で
き
な
く
な

り
問
題
と
な

っ
た
。
運
河
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
と

シ
ナ
イ
半
島
を
接
続
す
る

ス
エ
ズ
地
峡
に
建
設

さ
れ
、
地
中
海
側
と
紅
海
を
連
絡
す
る
延
長
約

二
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
で
あ
る
が
、
三

千
八
百
年
前
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
朝
が
運
河
を

掘
削
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
そ
の
遺
構
の

一
部
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。

近
代
に
な
り
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
指
揮
し
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
運
河
を
構
想
し
た
が
、
地
中
海

側
と
紅
海
の
水
位
の
差
異
が
＿

0
メ
ー
ト
ル
以

上
も
あ
る
と
い
う
間
違
っ
た
測
量
結
果
の
た
め
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固2 開通直後のスエズ運河

断
念
し
て
い
る
。
こ
れ
を
実
現
し
た
の
が
フ
ラ

ン
ス
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
レ
セ

ッ
プ
ス

で
あ
る
。
レ
セ

ッ
プ
ス
は
カ
イ
ロ
領
事
と
し
て

勤
務
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
エ
ジ
プ
ト
総
督
に

な
る

S
・
パ
シ
ャ
の
家
庭
教
師
を
し
た
経
験
か

ら
エ
ジ
プ
ト
と
は
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。

一
八
五
四
年
に
パ
シ
ャ
か
ら
ス
エ
ズ
運
河
建

設
会
社
の
設
立
の
利
権
を
獲
得
、
五
八
年
か
ら

工
事
を
開
始
し
た
。
一
部
は
蒸
気
機
関
駆
動
の

土
木
機
械
も
使
用
し
た
が
、
大
半
は
常
時
＝
一
万

人
、
累
計
で
一
五

0
万
人
に
も
な
る
人
手
で
エ

事
は
実
施
さ
れ
、
数
万
の
犠
牲
の
う
え
に
約
十

年
が
経
過
し
た
六
九
年
十
一
月
に
完
成
し
た

F

・
マ
ゼ
ラ
ン
の
指
揮
す
る
艦
隊
が
十
六
世

紀
初
期
に
南
米
大
陸
南
端
の
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
を

発
見
し
て
世
界
一
周
航
海
に
成
功
す
る
が
、
大

西
洋
と
太
平
洋
を
船
舶
が
往
来
す
る
た
め
に
は

北
米
大
陸
北
端
の
北
西
航
路
か
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

を
通
過
す
る
航
路
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
北

西
航
路
は
冬
期
に
海
面
が
氷
結
す
る
危
険
な
水

路
で
あ
り
、
南
米
大
陸
南
端
は
世
界
有
数
の
強

風
地
帯
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
両
方
と
も
大
変
な

遠
回
り
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
北
米
大
陸
と
南
米
大
陸
を
接
続
し
て

い
る
中
央
ア
メ
リ
カ
を
横
断
す
る
水
路
の
建
設

パ
ナ
マ
運
河

（図
2
)
。
開
通
の
式
典
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
皇
后

が
乗
船
す
る
船
舶
を
先
頭
に
約
＿

0
0
0
人
の

貴
賓
が
出
席
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
運
河
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
航
行

時
間
を
二
四
％
以
上
短
縮
し
た
一
方
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
が
ア
フ
リ
カ
を
植
民
地
化
す
る
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
＿
九

五
六
年
に
は
エ
ジ
プ
ト
が
運
河
の
国
有
を
宣
言

し
た
た
め
中
東
戦
争
が
勃
発
、
以
後
も
六
七
年

に
三
次
、
七
四
年
に
四
次
の
中
東
戦
争
が
発
生

し
、
何
度
も
運
河
の
利
用
が
停
止
し
た
が
、
八

0
年
代
か
ら
安
定
し
て
通
行
可
能
に
な
り
、
年

間
二
万
隻
近
い
船
舶
が
利
用
し
て
い
る
。

が
浮
上
し
て
き
た
。
す
で
に
十
六
世
紀
に
ス
ペ

イ
ン
が
検
討
し
た
が
、
当
時
の
技
術
で
は
無
理

で
あ
っ
た
。

一
八
五
五
年
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ

は
横
断
距
離
が
七

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か

な
い

パ
ナ
マ
地
峡
に
パ
ナ
マ
地
峡
鉄
道
を
開
通

さ
せ
た
。
し
か
し
、
鉄
道
で
は
貨
物
が
大
量
に

輸
送
で
き
な
い
う
え
、
両
端
で
積
荷
の
積
替
が

必
要
な
た
め
運
河
が
必
要
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
ス
エ
ズ
運
河
の
開
削
に
成
功
し
た
レ

セ
ッ
プ
ス
が
パ
ナ
マ
運
河
会
社
を
設
立
し
て
パ

ナ
マ
地
峡
を
領
有
し
て
い
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら

開
発
の
権
利
を
購
入
し
、
一
八
八

0
年
に
工
事

を
開
始
す
る
が
、
一
帯
は
未
開
の
熱
帯
雨
林
の

た
め
熱
病
に
よ
る
死
者
が
続
出
し
て
会
社
が
倒

産
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
が
権
利
を

継
承
し
て
＿
九

0
三
年
か
ら
パ
ナ
マ
資
本
で
エ

事
を
開
始
し
た
が
進
展
せ
ず
、
翌
年
か
ら
ア
メ

リ
カ
資
本
で
工
事
を
継
続
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
運
河
周
辺
の
熱
帯
雨
林
を
伐
採

し
て
疫
病
対
策
を
徹
底
し
、
予
定
よ
り
二
年
短

縮
し
一
九
一
四
年
に
開
通
さ
せ
た
が
、
そ
れ
で

も
死
者
は
約
三
万
人
に
な
っ
た
。
現
在
は
年
間

一万――

1
0
0
0
隻
以
上
の
船
舶
が
通
行
す
る
が
、

ス
エ
ズ
運
河
と
相
違
し
て
三
箇
所
に
船
舶
を
上

下
さ
せ
る
間
門
が
あ
り
（
図

3
)
、
通
過
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
二

0
0
七
年
か
ら
拡
張
工

事
を
開
始
、
二

0
一
六
年
に
完
成
し
た
結
果
、
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ク
ラ
地
峡
運
河

世
界
三
大
運
河
は
ス
エ
ズ
運
河
、
パ
ナ
マ
運

河
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ト
ラ
ン
ド
半
島
の
付
根

を
横
断
し
て
北
海
と
バ
ル
ト
海
を
接
続
す
る
キ

ー
ル
運
河
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
馴
染
み
が
な

い
。
そ
こ
で
現
在
は
実
現
し
て
い
な
い
が
日
本

に
重
要
な
関
係
が
あ
る
二
本
の
航
路
を
紹
介
す

る
。
第
一
は
ク
ラ
地
峡
運
河
で
あ
る
。
現
状
で

は
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
を
接
続
し
て
い
る
水
路

は
マ
レ
ー
半
島
と
ス
マ
ト
ラ
の
中
間
に
あ
る
マ

ラ
ッ
カ
海
峡
で
あ
る
。

全
長
は
九

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
は
六

五
か
ら
七

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
平
均
水

深
が
二
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
い
た
め
、
大

以
前
よ
り
順
調
な
通
行
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

図3パナマ運河の間門

図4クラ地峡とマラッカ海峡

型
船
舶
が
通
行
で
き
る
幅
員
は
数
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
し
か
な
い
厄
介
な
場
所
も
あ
る
。
こ
こ
を
通

過
す
る
船
舶
は
年
間
九
万
隻
で
あ
る
か
ら
、
平

均
す
れ
ば
一
日
に
二
五

0
隻
が
通
過
す
る
過
密

地
帯
で
あ
る
。
日
本
や
中
国
に
と
っ
て
は
中
東

か
ら
石
油
を
輸
送
す
る
通
路
で
あ
る
か
ら
大
変

に
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
北
緯
一

0
度
付
近
に
あ
る
マ
レ
ー
半

島
の
タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
に
あ
る
ク
ラ

地
峡
に
運
河
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
以

前
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
（
図

4
)
。
十
七
世

紀
に
は
タ
イ
王
国
、
十
九
世
紀
初
期
に
は
イ
ギ

北
極
航
路

リ
ス
、

一
八
八

0
年
代
に
は
レ
セ
ッ
プ
ス
、
一

九
一

0
年
代
に
は
日
本
も
検
討
し
て
い
た
。
戦

後
の
一
九
七
三
年
に
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、

日
本
、
タ
イ
が
核
爆
発
を
利
用
し
て
掘
削
す
る

構
想
が
登
場
し
た
が
中
止
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
二
十
一
世
紀
に
な
り
、
中
国
と
親
密

で
あ
っ
た
タ
イ
の
タ
ク
シ
ン
政
権
が
中
国
と
共

同
で
調
査
を
実
施
し
、
二

0
0
五
年
に
は
国
民

議
会
が
構
想
推
進
を
承
認
、
二

0
一
五
年
に
は

タ
イ
運
河
協
会
が
設
立
さ
れ
、
全
長
一
三
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
深
―
―

-
0
メ
ー
ト
ル
の
運
河
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
中
国
が
熱
心
な
理
由

は
中
東
か
ら
の
航
路
が
短
縮
さ
れ
る
以
上
に
、

イ
ギ
リ
ス
に
支
配
さ
れ
て
い
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

を
回
避
で
き
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

南
極
は
巨
大
な
大
陸
で
あ
る
が
、
北
極
に
は

大
陸
が
な
く
海
面
で
あ
る
。
こ
の
海
面
は
年
中

結
氷
し
て
い
る
が
、
地
球
の
大
気
温
度
の
上
昇

の
影
響
に
よ
り
、
夏
期
の
海
氷
面
積
が
過
去
五

十
年
間
で
半
減
し
、
大
型
船
舶
で
あ
れ
ば
通
行

で
き
る
期
間
と
区
間
が
登
場
し
て
き
た
。
そ
こ

で
船
舶
が
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
往
来
す
る
の
に
、
従
来
の
ス
エ
ズ
運
河
や
パ

ナ
マ
運
河
を
利
用
せ
ず
、
北
極
海
上
を
航
行
す

る
と
い
う
構
想
が
登
場
し
た
。

-40 -



＇ 

図5北極航路

こ
の
航
路
を
利
用
す
る
最
大
の
利
点
は
航
行

距
離
の
短
縮
で
あ
る
。

＿
例
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ

の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
横
浜
の
航
海
距
離
は
ア
フ

リ
カ
大
陸
南
端
を
通
過
す
れ
ば
二
万
七

0
0
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
ス
エ
ズ
運
河
を
経

由
す
れ
ば
二
万
六

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
二
五

％
短
縮
に
な
る
。
さ
ら
に
北
極
航
路
を
利
用
す

る
場
合
は
一
万
三

0
0
0

キ
ロ
メ
—
ト
ル
に
な

り
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
行
す
る
よ
り
四

0
％
も

短
縮
さ
れ
る
（
図

5
)
。

文
句
な
く
有
利
の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
く
つ

か
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
海
氷
面
積
が
減
少
し

て
は
い
る
も
の
の
、

一
般
の
船
舶
が
航
行
で
き

る
ほ
ど
海
氷
面
積
が
減
少
す
る
の
は
八
月
か
ら

十
月
ま
で
の
三
ヶ
月
弱
し
か
な
い
。
第
二
に
船

舶
は
既
存
の
躯
体
よ
り
頑
丈
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
船
員
も
高
度
な
能
力
を
要
求
さ
れ
る
の
で

運
行
費
用
が
高
騰
す
る
。
第
三
は
航
路
の
大
半

が
ロ
シ
ア
の
管
轄
す
る
海
域
で
あ
る
た
め
政
治

問
題
が
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
、
世
界
の
海
運
輸
送
は
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
た
め
、
ス
エ
ズ
運
河
や
パ
ナ
マ
運
河

は
渋
滞
し
つ
つ
あ
る
し
、
存
在
し
て
い
る
地
域

の
政
情
が
安
定
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
さ

ら
に
昨
年
の
ス
エ
ズ
運
河
で
の
座
礁
事
件
が
証

明
し
た
よ
う
に
、
事
故
が
あ
れ
ば
通
行
不
能
に

な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案
す

れ
ば
、
代
替
の
航
路
が
増
加
す
る
こ
と
は
安
全

保
障
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
北
極
航
路
も
注
目

さ
れ
る
手
段
に
な
っ
て
く
る
。

観
光
資
源
と
し
て
の
運
河

今
回
紹
介
し
た
運
河
は
世
界
規
模
で
物
資
を

輸
送
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
七
世
紀
の
中
国
、
十
二

世
紀
の
イ
タ
リ
ア
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
国
内
や
域
内
の
物
流
の
た

め
に
建
設
さ
れ
た
運
河
が
大
量
に
存
続
し
て
い

る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
以
後
は
鉄
道
や
道
路

が
発
達
し
、
運
河
は
建
設
当
初
の
目
的
で
の
利

用
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
を
代
替
す
る
新
規

の
用
途
が
登
場
し
た
。
観
光
で
あ
る
。

筆
者
は
運
河
を
利
用
し
た
旅
行
を
何
度
も
経

験
し
て
い
る
が
、
鉄
道
や
道
路
の
移
動
と
は
相

違
し
て
緩
慢
な
時
間
を
享
受
で
き
る
と
と
も
に

地
域
の
歴
史
を
眼
前
に
し
な
が
ら
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
と
イ
エ
テ
ボ
リ
を
内
陸
で
連
絡
す
る
イ
エ

—
夕
運
河
を
真
夏
の
白
夜
の
時
期
に
二
泊
三
日

で
移
動
す
る
船
旅
な
ど
は
世
界
で
最
高
に
贅
沢

な
観
光
で
あ
る
（
図

6
)
。
歴
史
あ
る
運
河
が

観
光
の
視
点
で
見
直
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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